













──  IFRSにおけるリサイクリングの意味と意義 ──
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　　　　　＝包括利益－OCI   （1）式
　また，IAS 第１号７項においてOCI とは，他の IFRS が要求又は許容する
ところにより，純利益に認識されない収益及び費用をいうとし，その内訳項目
には以下が含まれるとしている。


































































OCI が計上されるか いいえ いいえ はい
































































IAS 第39号の定めと異なるためとしている（IAS 第39号 BC161項）。
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X１年末 資産 5 未決算 5 資産 5 利得 5
X２年半ば
現金 5 資産 5 現金 5 資産 5
商品 80 現金 80 商品 80 現金 80
未決算 5 商品 5 利得 5 商品 5
X３年
現金 90 売上 90 現金 90 売上 90







〈B/S〉 X１年 X２年 X３年 X１年 X２年 X３年








売上原価 　 　 75 75
デリバティブ損益 （5） 5 　
　当期純利益 　 　 （15）
　包括利益 （5） 5 （15）
　まず，広義のリサイクリングを確認する前に，そもそもクリーンサープラス
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X１年末 資産 5 OCI 5
X２年半ば
現金 5 資産 5
商品 80 現金 80
OCI 5 商品 5
X３年
現金 90 売上 90
売上原価 75 商品 75








売上原価 　 　 75
　当期純利益 - - （15）
OCI （5） 5
　包括利益 （5） 5 （15）
　なお，2010年12月公表のヘッジ会計ED 29項（d）（i）でも，予定取引が実行さ
れたときにベーシス・アジャストメントを認める提案を行っているが，以下の





X１年末 資産 5 OCI 5
X２年半ば
現金 5 資産 5
商品 80 現金 80
AOCI 5 商品 5
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X３年
現金 90 売上 90
売上原価 75 商品 75








売上原価 　 　 75 75
　当期純利益 - - （15） （15）
OCI （5） （5）














































建負債（資産）の純額に係る再測定」としてOCI に認識される（改正 IAS 第19号64項，127項（c））。
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X１年首 現金 100 社債 100
X１年末 支払利息 10 現金 10
社債 2.8 OCI 2.8
X２年末 支払利息 10 現金 10
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に対し利率10％を乗じたものであるが，以下から構成されており，過年度の
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ての利益が有用性を持つかという考え方を構築する必要があろう。
　なお，Ⅳ２⑴で触れたように，現在，検討されているヘッジ会計におけるベー
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